
はじめに
ヒメドロムシ類は分類上ドロムシ科 Dryopidae

とヒメドロムシ科 Elmidaeに属し，体長１～５mm

ほどの小さな水生甲虫である（佐藤，１９８５）．現

在，日本からは１５属５１種（亜種を含む）が知ら

れており，さらに未記載種も存在する（吉富，

２００６）．

ヒメドロムシ類は主に河川に生息するが，ゲン

ゴロウ類などの他の水生甲虫のように遊泳するこ

とはできず，長い脚と発達した爪を持ち，川底の

流木や礫，植物体などにしがみついて生活してい

る．また，ひとたび浮き上がると脚を展開し，流

木などの構造物にしがみつこうとする習性があり，

大型の熱帯魚用ネットなどを利用したキック・ス

イープ法や白布を用いる方法などを用いることに

より容易に採集可能である（馬場，１９９１；吉富ほ

か，１９９９；林・島田，２００６など）．

これまで，河川生物調査などで採集されたヒメ

ドロムシ類については同定が十分に行われておら

ず，「ヒメドロムシ科の一種」として記録されるこ

とが多かった．しかし，佐藤（１９８５）や吉富ほか

（１９９９）を用いることにより，多くの種の同定が可

能である．近年，各地でヒメドロムシ類の調査が

行われており，比較的明確な流程分布を示すこと

が分かっている（守屋，１９９７；吉富ほか，１９９９；

緒方・中島，２００６など）．また，河川環境をみるた

めのよい指標としても期待されている（林・島

田，２００６）．

島根県においては，林・島田（２００６）により斐

伊川水系を中心とした県東部と隠岐諸島に生息す

るヒメドロムシ類２科１９種が報告されている．ま

た，それ以前に行われた河川調査（淀江ほ

か，１９９８；片岡ほか，１９９９；門脇，２００１；尾原ほ

か，２００１など）によりヒメドロムシ類２科１６種が
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報告されており，文献記録上では島根県でこれま

でに２科２４種が記録されている（林・島田，２００６）．

しかし，これまでヒメドロムシ類を中心とした調

査は前述の林・島田（２００６）のみである．

筆者は２００６年３月から１１月まで島根県東部を

流れる飯梨川と意宇川について，それぞれの水系

全体でのヒメドロムシ類の分布調査を行った．本

論文ではその結果を報告する．

材料および方法
本調査では飯梨川水系７３地点，意宇川水系３７

地点の合計１１０地点で採集を行った（表１，図１）．

採集は，D型フレームネット（メッシュ１mm×１

mm）を用い，上流の礫や植物体などを動かして攪

乱し，流下するヒメドロムシ類を採集した．Dフ

レームネットは底の一部に穴を開け，昆虫以外の

物体はそのまま流下させることでヒメドロムシ類

を発見しやすくした（馬場，１９９１ 参照）．また，

細流では同様に底に穴を開けた熱帯魚用ネットを

補助的に使用した．

採集したヒメドロムシ類はすべて乾燥標本とし，

一部は島根大学生物資源科学部動物生態学研究室

に収蔵されているが，その他の標本については筆

者が保管している．

結 果
本調査で採集されたヒメドロムシ類は２科２２種

である．各種の分布記録は，【飯梨川水系】と【意

宇川水系】に分けて表記した．飯梨川水系および

意宇川水系の調査地点の写真を図２から図１６に示

し，両水系で採集したヒメドロムシ類を図１７，１８

に示した．なお，市町村名はすべて合併後の名称

で示し，飯梨川水系の小河川名については安来市

が暫定的に定めた名称で示しており，呼称とは異

なる河川も一部含んでいる．

ドロムシ科 Dryopidae

１．ムナビロツヤドロムシ （図１７A）

Elmomorphus brevicornis brevicornis Sharp

両水系で採集され，上流から中流にかけて分布

していた．本種は河川中の礫の隙間などではなく，

抽水植物などの根元付近に生息しており，根際を

撹乱することにより得られた．

【飯梨川水系】３ exs．安来市広瀬町宇波滝下 宇波

川 ２．VII．２００６；１ ex．安来市広瀬町宇波大原

大原川 ２．VII．２００６；３ exs．安来市広瀬町布部横

手布部川 ５．VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町町

張町張 ５．VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町布部

薬研 薬研川 １８．VIII．２００６；３ exs．安来市広瀬

町東比田大峠 東比田川 １８．VIII．２００６；１ ex．

安来市広瀬町東比田坊床 坊床川１８．VIII．２００６；

１ex．安来市広瀬町東比田 東比田川 １８．

VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町布部駒場 布部

川１８．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町上山佐中谷

２１．VIII．２００６；４ exs．安来市広瀬町下山佐常願寺

山佐川 ２１．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町上山

佐高木 高木川 ４．IX．２００６；１ ex．安来市広瀬

町新田 兎谷川 ４．IX．２００６；１ ex．安来市広瀬

町東比田梶 梶川 ２０．IX．２００６；１ ex．安来市広

瀬町東比田滝谷 滝谷川 ２０．IX．２００６；１ ex．安

来市広瀬町東比田田中 鉄穴内川 ２０．IX．２００６；

１ ex．安来市広瀬町奥田原杉谷 杉谷川 １９．

X．２００６；１ ex．安来市今津町別石 飯梨川 ２１．

X．２００６．

【意宇川】１ ex．松江市八雲町東岩坂大谷 東岩坂

川 ２０．VIII．２００６；１ ex．松江市八雲町日吉神納

意宇川 ２０．VIII．２００６；２ exs．松江市八雲町熊野

宮内 若松谷川 ４．IX．２００６；１ ex．松江市八雲

町西岩坂秋家家村 桑並川 １９．X．２００６；３ exs．

図１ 飯梨川水系と意宇川水系における調査地点（●）
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表１ 調査地点一覧

市町名 地 名 河 川 名 日 付 旧市町村名 地図メッシュコード
飯梨川水系
１ 安来市 赤江町 宮須 飯梨川 ４．IX．２００６ 安来市 ５３３３１１３７
２ 安来市 今津町 別石 飯梨川 ８．X．２００６ 安来市 ５３３３１１３８
３ 安来市 今津町 別石 飯梨川 ２１．X．２００６ 安来市 ５３３３１１３８
４ 安来市 今津町 別石 飯梨川 ４．IX．２００６ 安来市 ５３３３１１２８
５ 安来市 今津町 別石 飯梨川 ７．VIII．２００６ 安来市 ５３３３１１２８
６ 安来市 赤江町 中島 飯梨川 ５．VIII．２００６ 安来市 ５３３３１１２８
７ 安来市 赤江町 中島 飯梨川 ２０．IV．２００６ 安来市 ５３３３１１２８
８ 安来市 江畑町 今津 飯梨川 ２１．IX．２００６ 安来市 ５３３３１１１８
９ 安来市 上坂田町 飯梨川 ７．VIII．２００６ 安来市 ５３３３０１９７
１０ 安来市 中津町 東中津 飯梨川 ２１．IX．２００６ 安来市 ５３３３０１８７
１１ 安来市 西松井町 西中津 飯梨川 ３１．III．２００６ 安来市 ５３３３０１８７
１２ 安来市 西松井町 西中津 飯梨川 ８．X．２００６ 安来市 ５３３３０１８７
１３ 安来市 飯梨町 東飯梨 飯梨川 ２９．V．２００６ 安来市 ５３３３０１７６
１４ 安来市 矢田町 矢田 飯梨川 ２０．IV．２００６ 安来市 ５３３３０１６６
１５ 安来市 古川町 飯梨川 ２９．V．２００６ 安来市 ５３３３０１５５
１６ 安来市 広瀬町 富田 新宮 後谷川 ４．IX．２００６ 広瀬町 ５３３３０１３５
１７ 安来市 広瀬町 広瀬 飯梨川 ７．VIII．２００６ 広瀬町 ５３３３０１４４
１８ 安来市 広瀬町 町張 飯梨川 ５．VIII．２００６ 広瀬町 ５３３３０１４４
１９ 安来市 広瀬町 広瀬 飯梨川 ２９．V．２００６ 広瀬町 ５３３３０１３４
２０ 安来市 広瀬町 富田 塩谷 塩谷川 ７．VIII．２００６ 広瀬町 ５３３３０１２４
２１ 安来市 広瀬町 富田 獅子遊 獅子遊川 ２９．V．２００６ 広瀬町 ５３３３０１１５
２２ 安来市 広瀬町 祖父谷 祖父谷川 ７．VIII．２００６ 広瀬町 ５３３３０１４２
２３ 安来市 広瀬町 菅原 下田原 飯梨川 ２９．V．２００６ 広瀬町 ５３３３０１２３
２４ 安来市 広瀬町 下山佐 福頼 布部川 ２１．IX．２００６ 広瀬町 ５３３３０１１２
２５ 安来市 広瀬町 下山佐 須谷 須谷川 １４．VI．２００６ 広瀬町 ５３３３０１０２
２６ 安来市 広瀬町 布部 薬研 薬研川 １８．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１９２
２７ 安来市 広瀬町 菅原 菅沢 布部川 １９．X．２００６ 広瀬町 ５２３３７１９３
２８ 安来市 広瀬町 菅原 菅原 鍛冶屋谷川 １４．VI．２００６ 広瀬町 ５２３３７１９４
２９ 安来市 広瀬町 菅原 鍛冶屋谷 鍛冶屋谷川 ２．VII．２００６ 広瀬町 ５３３３０１０５
３０ 安来市 広瀬町 菅原 市原 布部川 １４．VI．２００６ 広瀬町 ５２３３７１８３
３１ 安来市 広瀬町 宇波 水田原 水田原川 ２．VII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１８５
３２ 安来市 広瀬町 宇波 大原 大原川 ２．VII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１９６
３３ 安来市 広瀬町 宇波 宮下 宇波川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３７１７４
３４ 安来市 広瀬町 宇波 宮上 金谷川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３７１６６
３５ 安来市 広瀬町 宇波 滝下 宇波川 ２．VII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１６５
３６ 安来市 広瀬町 宇波 松尾 松尾川 ２．VII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１４５
３７ 安来市 広瀬町 宇波 雲場 宇波川 ２．VII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１５５
３８ 安来市 広瀬町 布部 金原 布部川 １９．X．２００６ 広瀬町 ５２３３７１７２
３９ 安来市 広瀬町 布部 西ノ谷 西之谷川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３７０５９
４０ 安来市 広瀬町 布部 萱原 樋の廻川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３７１４０
４１ 安来市 広瀬町 布部 横手 布部川 ５．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１５２
４２ 安来市 広瀬町 東比田 大峠 東比田川 １８．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１３３
４３ 安来市 広瀬町 東比田 東比田 東比田川 １８．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１１４
４４ 安来市 広瀬町 東比田 坊床 坊床川 １８．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１２６
４５ 安来市 広瀬町 東比田 田中 田中川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３６１９４
４６ 安来市 広瀬町 東比田 田中 鉄穴内川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３６１９５
４７ 安来市 広瀬町 西谷 上口 西谷川 １９．X．２００６ 広瀬町 ５２３３７０３９
４８ 安来市 広瀬町 布部 木呂畑 木呂畑川 １９．X．２００６ 広瀬町 ５２３３７０１９
４９ 安来市 広瀬町 布部 木呂畑 木呂畑川 １８．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７０１８
５０ 安来市 広瀬町 布部 苧原 苧原川 １８．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３６０９８
５１ 安来市 広瀬町 布部 駒場 布部川 １８．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７１１１
５２ 安来市 広瀬町 東比田 梶 梶川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３６１９２
５３ 安来市 広瀬町 東比田 虫木 福留川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３７１０２
５４ 安来市 広瀬町 東比田 滝谷 滝谷川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３６１８３
５５ 安来市 広瀬町 西比田 永田 永田川 １９．X．２００６ 広瀬町 ５２３３６１９３
５６ 安来市 広瀬町 西比田 殿之奥 布部川 １９．X．２００６ 広瀬町 ５２３３６１８０
５７ 安来市 広瀬町 西比田 市原 市原川 １９．X．２００６ 広瀬町 ５２３３６１７０
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表１（続き）

市町村名 地 名 河 川 名 日 付 旧市町村名 地図メッシュコード
５８ 安来市 広瀬町 西比田 黒田 黒田川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３６０９９
５９ 安来市 広瀬町 西比田 追神 追神川 ２０．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３６０７９
６０ 安来市 広瀬町 下山佐 鍋谷 蕪谷川 １９．X．２００６ 広瀬町 ５３３３０１２１
６１ 安来市 広瀬町 下山佐 常願寺 山佐川 ２１．VIII．２００６ 広瀬町 ５３３３０１１１
６２ 安来市 広瀬町 下山佐 紙屋谷 奥谷川 ２１．VIII．２００６ 広瀬町 ５３３３００１９
６３ 安来市 広瀬町 上山佐 湯谷 湯谷川 ２１．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７０９８
６４ 安来市 広瀬町 上山佐 八城 八城川 ４．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３７０８６
６５ 安来市 広瀬町 上山佐 高木 高木川 ４．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３７０８６
６６ 安来市 広瀬町 上山佐 境谷 境谷川 ２１．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７０８８
６７ 安来市 広瀬町 上山佐 中谷 中谷川 ２１．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７０７８
６８ 安来市 広瀬町 奥田原 新田口 山佐川 ５．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７０６６
６９ 安来市 広瀬町 奥田原 新田 兎谷川 ４．IX．２００６ 広瀬町 ５２３３７０６６
７０ 安来市 広瀬町 奥田原 新田 山佐川 ２１．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７０５６
７１ 安来市 広瀬町 奥田原 杉谷 杉谷川 １９．X．２００６ 広瀬町 ５２３３７０４６
７２ 安来市 広瀬町 奥田原 山口① 山佐川 ２１．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７０１６
７３ 安来市 広瀬町 奥田原 山口② 山佐川 ２１．VIII．２００６ 広瀬町 ５２３３７０１６

意宇川水系
１ 松江市 竹矢町 川向 意宇川 ４．IX．２００６ 松江市 ５３３３１１２０
２ 東出雲町 出雲郷 竹花 意宇川 １．V．２００６ 東出雲町 ５３３３１１２０
３ 東出雲町 須田 荷延 須田川 １．VII．２００６ 東出雲町 ５３３３１１００
４ 東出雲町 須田 堤谷 須田川 １．VII．２００６ 東出雲町 ５３３３１０９０
５ 東出雲町 今宮 今宮 意宇川 ２０．VIII．２００６ 東出雲町 ５３３３１０１９
６ 東出雲町 今宮 今宮 意宇川 １７．IV．２００６ 東出雲町 ５３３３１０１９
７ 東出雲町 今宮 今宮 意宇川 ２９．IV．２００６ 東出雲町 ５３３３１０１９
８ 松江市 大草町 中島 意宇川 ２０．VIII．２００６ 松江市 ５３３３１０１８
９ 松江市 大草町 坪ノ内 意宇川 ８．VII．２００６ 松江市 ５３３３１０１８
１０ 松江市 大草町 坪ノ内 意宇川 １７．IV．２００６ 松江市 ５３３３１０１７
１１ 松江市 大草町 坪ノ内 意宇川 １４．VI．２００６ 松江市 ５３３３１００７
１２ 松江市 八雲町 日吉 神納 意宇川 ２０．VIII．２００６ 八雲村 ５３３３１００７
１３ 松江市 八雲町 東岩坂 川向 川原川 ２０．VIII．２００６ 八雲村 ５３３３００９８
１４ 松江市 八雲町 東岩坂 安田 東岩坂川 ２０．VIII．２００６ 八雲村 ５３３３００８８
１５ 松江市 八雲町 東岩坂 大谷 東岩坂川 ２０．VIII．２００６ 八雲村 ５３３３０１７０
１６ 松江市 八雲町 東岩坂 大谷 東岩坂川 １．VII．２００６ 八雲村 ５３３３０１７０
１７ 松江市 八雲町 東岩坂 別所 東岩坂川 １．VII．２００６ 八雲村 ５３３３００６９
１８ 松江市 八雲町 西岩坂 大日 桑並川 ２９．V．２００６ 八雲村 ５３３３００８７
１９ 松江市 八雲町 西岩坂 桑下 桑並川 ２１．V．２００６ 八雲村 ５３３３００７７
２０ 松江市 八雲町 西岩坂 桑中 桑並川 ２９．V．２００６ 八雲村 ５３３３００６８
２１ 松江市 八雲町 西岩坂 桑中 桑並川 １４．VI．２００６ 八雲村 ５３３３００６８
２２ 松江市 八雲町 西岩坂 下組 桑並川 ２９．V．２００６ 八雲村 ５３３３００６８
２３ 松江市 八雲町 西岩坂 桑上 桑並川 １９．X．２００６ 八雲村 ５３３３００５８
２４ 松江市 八雲町 西岩坂 秋家家村 桑並川 １９．X．２００６ 八雲村 ５３３３００４８
２５ 松江市 八雲町 西岩坂 秋奥 桑並川 １９．X．２００６ 八雲村 ５３３３００３９
２６ 松江市 八雲町 平原 畦岩室 平原川 ４．IX．２００６ 八雲村 ５３３３００８６
２７ 松江市 八雲町 平原 向側 平原川 ４．IX．２００６ 八雲村 ５３３３００８５
２８ 松江市 八雲町 熊野 大田 意宇川 ２３．V．２００６ 八雲村 ５３３３００６６
２９ 松江市 八雲町 熊野 森脇 意宇川 １．XI．２００６ 八雲村 ５３３３００５６
３０ 松江市 八雲町 熊野 矢谷 矢谷川 ４．IX．２００６ 八雲村 ５３３３００３７
３１ 松江市 八雲町 熊野 宮内 若松谷川 ４．IX．２００６ 八雲村 ５３３３００３６
３２ 松江市 八雲町 熊野 宮内 若松谷川 ２６．X．２００６ 八雲村 ５３３３００２６
３３ 松江市 八雲町 熊野 市場 意宇川 １４．VI．２００６ 八雲村 ５３３３００２５
３４ 松江市 八雲町 熊野 若須 支流 １４．VI．２００６ 八雲村 ５３３３００２４
３５ 松江市 八雲町 熊野 須谷 意宇川 １４．VI．２００６ 八雲村 ５３３３００１４
３６ 松江市 八雲町 熊野 須谷① 意宇川 １．XI．２００６ 八雲村 ５３３３００１４
３７ 松江市 八雲町 熊野 須谷② 意宇川 １．XI．２００６ 八雲村 ５３３３００１５
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図２ 蕪谷川 ２００６．１０．１９ 図３ 薬研川 ２００６．８．１８ 図４ 坊床川 ２００６．８．１８
図５ 市原川 ２００６．１０．１９ 図６ 水田原川 ２００６．７．２ 図７ 宇波川 ２００６．９．２０
図８ 飯梨川（矢田） ２００６．９．２０ 図９ 飯梨川（今津） ２００６．９．２１

飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類
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図１０ 須田川 ２００６．７．１ 図１１ 桑並川 ２００６．１０．１９ 図１２ 意宇川（須谷②） ２００６．１１．１
図１３ 若松谷川 ２００６．１０．２６ 図１４ 意宇川（坪ノ内）２００６．４．１７ 図１５ 意宇川（森脇）２００６．１１．１
図１６ 意宇川（竹花） ２００６．９．４
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松江市八雲町熊野須谷① 意宇川 １．XI．２００６；４

exs．松江市八雲町熊野須谷② １．XI．２００６．

ヒメドロムシ科 Elmidae

２．ハバビロドロムシ （図１７B）

Dryopomorphus extraneus Hinton

本種の採集のため，両水系の河川源流部の十数

地点で採集を試みたが，飯梨川の支流である蕪谷

川源流部で２頭のみを得た．本調査では巨礫の下

から採集された．同所において他のヒメドロムシ

類は採集されず，本種は他のヒメドロムシ類が生

息しないような細流に生息し，個体数は少ない．

【飯梨川水系】２ exs．安来市広瀬町下山佐鍋谷 蕪

谷川 １９．X．２００６．

３．イブシアシナガドロムシ （図１７C）

Stenelmis nipponica Nomura

河川中流から下流部にかけて普通に採集された．

本種は流れの緩やかな瀬で採集された．礫や泥質

を好んで生息している．このような場所の礫の表

面には泥や藻類が付着しおり，本種の体表面にも

泥や藻類が付着していることが多かった．

【飯梨川水系】２ exs．安来市広瀬町宇波水田原 宇

波川 ２．VII．２００６；２ exs．安来市赤江町中島 飯

梨川 ５．VIII．２００６；３ exs．安来市広瀬町広瀬

飯梨川 ７．VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町下山

佐紙屋谷 奥谷川 ２１．VIII．２００６；１ ex．安来市

今津町別石 飯梨川 ４．IX．２００６；１ ex．安来市

広瀬町東比田梶 梶川 ２０．IX．２００６；２ exs．安来

市広瀬町東比田虫木 福留川 ２０．IX．２００６；１

ex．安来市広瀬町宇波宮下 宇波川 ２１．IX．

２００６；８ exs．安来市中津町東中津 飯梨川 ２１．

IX．２００６；１ ex．安来市西松井町西中津 飯梨川

１８．X．２００６；１ ex．安来市今津町別石 飯梨川

１８．X．２００６；２ exs．安来市広瀬町西比田殿之奥布

部川 １９．X．２００６；２ exs．安来市広瀬町西比田木

呂畑 木呂畑川 １９．X．２００６．

【意宇川水系】３ exs．松江市大草町坪ノ内 意宇川

１７．IV．２００６；１ ex．東出雲町今宮今宮 意宇川２９．

IV．２００６；１ ex．東出雲町出雲郷竹花 意宇川１．

V．２００６；２ exs．松江市八雲町西岩坂桑下 桑並

川 ２１．V．２００６；２ exs．松江市八雲町西岩坂下村

桑並川 ２９．V．２００６；２ exs．松江市八雲町西岩坂

桑中 桑並川 ２９．V．２００６；２ exs．松江市八雲町

熊野須谷 意宇川 １４．VI．２００６；２ exs．松江市八

雲町熊野市場 意宇川 １４．VI．２００６；１７ exs．松

江市大草町坪ノ内 意宇川 １４．VI．２００６；１６

exs．松江市大草町坪ノ内 意宇川 ８．VII．２００６；

２ exs．松江市八雲町東岩坂安田 東岩坂川２０．

VIII．２００６；３ exs．松江市八雲町日吉神納 意宇

川 ２０．VIII．２００６；１ ex．東出雲町今宮今宮 意

宇川 ２０．VIII．２００６；２ exs．松江市竹矢町川向意

宇川 ４．IX．２００６．

４．アシナガミゾドロムシ （図１７D）

Stenelmis vulgaris Nomura

河川下流部からのみ採集された．瀬では採集さ

れず，植物体の根際や流木などから得られた．同

じ流木から一度に多数の個体が得られる場合が多

かった．採集時期は８月上旬から９月に限られて

いた．島根県の他の河川でも６月から採集され，９

月下旬にかけてのみ採集されている（林・島田，

２００６； 林，２００７）．

【飯梨川水系】１６ exs．安来市赤江町中島 飯梨川

５．VIII．２００６；５ exs．安来市上坂田町 飯梨川

７．VIII．２００６；１６ exs．安来市今津町別石 飯梨川

７．VIII．２００６；１２ exs．安来市今津町別石 飯梨川

４．IX．２００６．

【意宇川水系】５ exs．松江市八雲町日吉神納 意宇

川 ２０．VIII．２００６；８ exs．松江市大草町中島 意

宇川 ２０．VIII．２００６；３ exs．東出雲町今宮今宮

意宇川 ２０．VIII．２００６．

５．ミヤモトアシナガミゾドロムシ （図１７E）

Stenelmis miyamotoi Nomura et Nakane

河川下流部からのみ採集された．アシナガミゾ

ドロムシと同じ場所から多数の個体が得られるこ

とが多かった．初夏から晩夏にかけて採集され，９

月中旬以降に採集されることはなかった．

【飯梨川水系】４ exs．安来市広瀬町町張町張 飯梨

川 ５．VIII．２００６；２３ exs．安来市赤江町中島 飯

梨川 ５．VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町広瀬

飯梨川 ７．VIII．２００６；８ exs．安来市上坂田町

飯梨川 ７．VIII．２００６；３８ exs．安来市今津町別石

飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類
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飯梨川 ７．VIII．２００６；１４ exs．安来市今津町別石

飯梨川 ４．IX．２００６．

【意宇川水系】９ exs．松江市八雲町日吉神納 意宇

川 ２０．VIII．２００６；５ exs．松江市大草町中島 意

宇川 ２０．VIII．２００６；６ exs．東出雲町今宮今宮

意宇川 ２０．VIII．２００６；２ exs．松江市竹矢町川向

意宇川 ４．IX．２００６．

６．キスジミゾドロムシ （図１７F）

Ordobrevia foveicollis（Schonfeldt）

飯梨川水系のみで確認された．本種は灯火で採

集されることが多いが（尾原ほか，２００１など），本

調査では灯火採集は行わず，河川中から採集した．

赤江町中島で採集された個体は流木にしがみつい

ていたが，その他の個体はすべて河川中の植物の

根際から採集された．採集個体数は少なく，アシ

ナガミゾドロムシ属 Stenelmisの２種（アシナガミ

ゾドロムシ，ミヤモトアシナガミゾドロムシ）と

同じく，盛夏にのみ採集された．

【飯梨川水系】１ ex．安来市赤江町中島 飯梨川

５．VIII．２００６；１ ex．安来市上坂田町 飯梨川 ７．

VIII．２００６；１ ex．安来市今津町別石 飯梨川 ７．

VIII．２００６．

７．ゴトウミゾドロムシ （図１７G）

Ordobrevia gotoi Nomura

主に河川中流で採集された．一部，河川上流で

も採集されたが，流れが緩やかであり，礫の表面

に泥や藻類が覆っている地点で採集された．体表

面には泥や藻類が付着していることが多かった．

【飯梨川水系】２ exs．安来市広瀬町菅原 鍛冶屋谷

川 １４．VI．２００６；１ ex．安来市広瀬町宇波水田原

宇波川 ２．VII．２００６；１ ex．安来市広瀬町広瀬

飯梨川 ７．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町布部駒

場 布部川 １８．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町

下山佐常願寺 山佐川 ２１．VIII．２００６；１ ex．安

来市広瀬町上山佐八城 八城川 ４．IX．２００６；２

exs．安来市広瀬町新田 兎谷川 ４．IX．２００６；１

ex．安来市広瀬町富田新宮 後谷川 ４．IX．２００６；

１ ex．安来市広瀬町西比田虫木 福留川 ２０．

IX．２００６；３ exs．安来市広瀬町宇波宮下 宇波川

２０．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬町西比田殿之奥

布部川 １９．X．２００６；６ exs．安来市広瀬町西比田

木呂畑 木呂畑川 １９．X．２００６；５ exs．安来市広

瀬町菅原菅沢 布部川 １９．X．２００６；１０ exs．安

来市広瀬町布部金原 １９．X．２００６．

【意宇川水系】３ exs．松江市大草町坪ノ内 意宇川

１７．IV．２００６；２ exs．東出雲町今宮今宮 意宇川

２９．IV．２００６；３ exs．松江市八雲町西岩坂桑下 桑

並川 ２１．V．２００６；３ exs．松江市八雲町西岩坂大

日 桑並川 ２９．V．２００６；２ exs．松江市八雲町西

岩坂下村 桑並川 ２９．V．２００６；２ exs．松江市八

雲町西岩坂桑中 桑並川 ２９．V．２００６；１ ex．松

江市八雲町熊野須谷 意宇川 １４．IV．２００６；３

exs．松江市八雲町熊野市場 意宇川 １４．

IV．２００６；３ exs．松江市八雲町東岩坂安田 東岩

坂川 ２０．VIII．２００６；１ ex．松江市八雲町平原畦

岩室 平原川 ４．IX．２００６；３ exs．松江市八雲町

西岩坂桑上 桑並川 １９．X．２００６．

８．アカモンミゾドロムシ （図１７H）

Ordobrevia maculata（Nomura）

河川上流部で採集された．流れの緩い礫部で採

集され，一部の個体の表面には泥などが付着して

いることがあった．また，樹木が生い茂り，日の

光が遮断された薄暗い環境で採集されることが多

かった．

【飯梨川水系】３ exs．安来市広瀬町菅原 鍛冶屋谷

川 １４．VI．２００６；３ exs．安来市広瀬町宇波雲場

宇波川 ２．VII．２００６；２ exs．安来市広瀬町宇波滝

下 宇波川 ２．VII．２００６；３ exs．安来市広瀬町宇

波大原 大原川 ２．VII．２００６；３ exs．安来市広瀬

町菅原鍛冶屋谷 鍛冶屋谷川 ２．VII．２００６；３

exs．安来市広瀬町祖父谷祖父谷 祖父谷川 ５．

VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町東比田大峠 東

比田川 １８．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町東比

田東比田川 １８．VIII．２００６；４ exs．安来市広瀬町

西比田木呂畑 木呂畑川 １８．VIII．２００６；２ exs．

安来市広瀬町布部駒場 布部川 １８．VIII．２００６；

２ exs．安来市広瀬町奥田原山口② 山佐川 ２１．

VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町上山佐境谷 境

谷川 ２１．VIII．２００６；５ exs．安来市広瀬町上山佐

中谷 中谷川 ２１．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬

町下山佐紙屋谷 奥谷川 ２１．VIII．２００６；３ exs．
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安来市広瀬町下山佐常願寺 山佐川 ２１．VIII．

２００６；１ ex．安来市広瀬町上山佐高木 高木川

４．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬町上山佐八城 八

城川 ４．IX．２００６；３ exs．安来市広瀬町富田新宮

後谷川 ４．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬町西比田

黒田 黒田川 ２０．IX．２００６；１ ex．安来市広瀬町

西比田追神 追神川 ２０．IX．２００６；１ ex．安来市

広瀬町西比田虫木 福留川 ２０．IX．２００６；３exs．

安来市広瀬町布部西ノ谷 西の谷川 ２０．IX．２００６；

１ ex．安来市広瀬町宇波宮下 宇波川 ２０．IX．

２００６；２ exs．安来市広瀬町西比田永田 福留川

２０．IX．２００６．

【意宇川水系】３ exs．松江市八雲町熊野須谷 意宇

川 １４．VI．２００６；６ exs．松江市八雲町熊野若須

意宇川 １４．VI．２００６；２ exs．松江市八雲町西岩坂

桑中 桑並川 １４．VI．２００６；２ exs．松江市八雲町

東岩坂大谷 東岩坂川 ２０．VIII．２００６；３ exs．松

江市八雲町熊野宮内 若松谷川 ４．IX．２００６；１

ex．松江市八雲町平原向側 平原川 ４．IX．２００６；

２ exs．松江市八雲町西岩坂秋奥 桑並川 １９．

X．２００６；２６ exs．松江市八雲町熊野宮内 若松谷

川 ２６．XI．２００６；６ exs．松江市八雲町熊野須谷①

意宇川 １．XI．２００６；２ exs．松江市八雲町熊野須

谷② 意宇川 １．XI．２００６．

９．ヨコミゾドロムシ （図１７I）

Leptelmis gracilis Sharp

両水系で５個体のみが，河川下流部の植物の根

際から採集された．本種は環境省（２０００）のレッ

ドリストにおいて絶滅危惧種 I類 CR＋ENに指定

されている．また，隣県の鳥取県版レッドリスト

において絶滅危惧種 I類 CR+ENに指定されている

（鳥取県，２００２）．

【飯梨川水系】１ ex．安来市赤江町中島 飯梨川

５．VIII．２００６；２ exs．安来市今津町別石 飯梨川

７．VIII．２００６．

【意宇川水系】１ ex．松江市八雲町日吉神納 意宇

川 ２０．VIII．２００６；１ ex．松江市大草町中島 意

宇川 ２０．VIII．２００６．

１０．ホソヨコミゾドロムシ （図１７J）

Leptelmis parallela Nomura

両水系ともに採集されたが，個体数はきわめて

少なく，河川下流部の流木から採集された．採集

例は少ないが，前種のヨコミゾドロムシとともに

採集されることはなかった．

【飯梨川水系】２ exs．安来市今津町別石 飯梨川

４．IX．２００６．

【意宇川水系】１ ex．東出雲町今宮今宮 意宇川

２０．VIII．２００６．

１１．クロサワドロムシ （図１７K）

Neoriohelmis kurosawai Nomura

飯梨川水系の河川上流部でのみ採集され，採集

時期は８月に限られていた．流木から得られ，礫

上からの採集例はなかった．また，個体数は少な

かった．

【飯梨川水系】１ ex．安来市広瀬町東比田東比田

東比田川 １８．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町布

部苧原 木呂畑川 １８．VIII．２００６；１ ex．安来市

広瀬町上山佐境谷 境谷川 ２１．VI．２００６．

１２．セアカヒメドロムシ （図１７L）

Optioservus maculatus Nomura

飯梨川水系の河川源流から上流部でのみ採集さ

れた．本種の生息域は局所的であり，個体数も少

なかった．流れが緩やかで落葉などが堆積してい

る礫間から採集されることが多く，流木や植物の

根際や砂地から採集されることはなかった．

【飯梨川水系】２ exs．安来市広瀬町下山佐新田口

山佐川 ５．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町布部薬

研 薬研川 １８．VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町

東比田 東比田川 １８．VIII．２００６；１ ex．安来市

広瀬町宇波宮上 金谷川 ２０．IX．２００６．

１３．マルヒメドロムシ属の一種 （図１８M）

Optioservus sp.

飯梨川水系の上流部からのみ採集された．本種

はスネアカヒメドロムシ Optioservus variabilis

Nomuraに似ているが，前胸が幅広く，上翅の光沢

が鈍いなどの点から別種として同定した．また，

セアカヒメドロムシやツヤヒメドロムシのように

河川中の礫間からは採集されず，流れがよどんだ

地点の落枝から採集された．本種と酷似した個体

飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類

２４３



AA BB CC DD

GGFFEE HH

LLJJII KK

図１７ 飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類（Ⅰ）スケールは１mm
A，ムナビロツヤドロムシ；B，ハバビロドロムシ；C，イブシアシナガドロムシ；D，アシナガミゾドロムシ；E，ミ
ヤモトアシナガミゾドロムシ；F，ゴトウミゾドロムシ；G，アカモンミゾドロムシ；H，キスジミゾドロムシ；I，ヨ
コミゾドロムシ；J，ホソヨコミゾドロムシ；K，クロサワドロムシ；L，セアカヒメドロムシ
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２４４



MM NN OO PP

TTRRQQ SS

VVUU WW XX

図１８ 飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類（Ⅱ）スケールは１mm
M，ツヤヒメドロムシ；N，マルヒメドロムシ属の一種；O，ケスジドロムシ；P，キベリナガアシドロムシ；Q，キベ
リナガアシドロムシ（側面）；R，ツヤナガアシドロムシ；S，ツヤナガアシドロムシ（側面）；T，ホソヒメツヤドロ
ムシ；U，マルヒメツヤドロムシ；V，ヒメツヤドロムシ；W，アワツヤドロムシ；X，ミゾツヤドロムシ

飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類
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は斐伊川水系（林，２００７）や鳥取県の大山の河川

（林・門脇，２００７）などで確認されており，また，

緒方・中島（２００６）により福岡県の河川でも採集

されている．

【飯梨川水系】３ exs．安来市広瀬町東比田坊床 坊

床川 １８．VIII．２００６．

１４．ツヤヒメドロムシ （図１８N）

Optioservus nitidus Nomura

両水系ともに河川上流部で採集された．河川中

の流れの速い礫間から採集されることが多かった．

本調査河川での個体数は少なかった．

【飯梨川水系】２ exs．安来市広瀬町菅原 鍛冶屋谷

川 １４．VI．２００６；３ exs．安来市広瀬町宇波水田原

宇波川 ２．VII．２００６；１ ex．安来市広瀬町宇波大

原 大原川 ２．VII．２００６；１ ex．安来市広瀬町奥

田原山口① 山佐川 ２１．VII．２００６；３ exs．安来

市広瀬町新田 山佐川 ２１．VII．２００６；３ exs．安

来市広瀬町下山佐常願寺 ２１．VII．２００６；２ exs．

安来市広瀬町上山佐高木 高木川 ２１．VII．２００６；

２ exs．安来市広瀬町西比田 福留川 ２０．IX．

２００６；２ exs．安来市広瀬町宇波宮下 宇波川

２０．IX．２００６；４ exs．安来市広瀬町西比田殿之奥

布部川 １９．X．２００６；２ exs．安来市広瀬町奥田原

杉谷 杉谷川 １９．X．２００６．

【意宇川水系】３ exs．松江市八雲町熊野須谷 意宇

川 １４．VI．２００６；２ exs．松江市八雲町西岩坂桑中

桑並川 １４．VI．２００６；３ exs．松江市八雲町東岩坂

大谷 東岩坂川 ２０．VIII．２００６；１ ex．松江市八

雲町平原畦岩室 平原川 ４．IX．２００６；４ exs．松

江市八雲町西岩坂桑上 桑並川 １９．X．２００６；１

ex．松江市八雲町西岩坂秋奥 桑並川 １９．

X．２００６；２ exs．松江市八雲町熊野須谷 １．

XI．２００６．

１５．ケスジドロムシ （図１８O）

Pseudamophilus japonicus Nomura

飯梨川水系からのみ得られた．日本産ヒメドロ

ムシ科の中では最大の種であり（体長６mm程度），

比較的目に付くと考えられるが，個体数は非常に

少なく，盛夏（８月）にのみ採集された．すべての

個体は河川上流部の流木から得られた．

【飯梨川水系】１ ex．安来市広瀬町奥田原新田口

山佐川 ５．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町布部薬

研 薬研川 １８．VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町

東比田東比田 東比田川 １８．VIII．２００６；１ ex．

安来市広瀬町奥田原新田 山佐川 ２１．VIII．２００６．

１６．キベリナガアシドロムシ （図１８P・Q）

Grouvellinus marginatus（Kono）

本種は次種と形態が酷似しているが，胸部背面

の形状から区別でき（緒方・中島，２００６），河川中

流から下流にかけて採集された．流れが速い瀬な

どの泥が付着していない礫部で採集されることが

多かった．次種と同所で採集されることはなく，

生息域を異にしていると考えられる．

【飯梨川水系】１ ex．安来市広瀬町菅原 鍛冶屋谷

川 １４．VI．２００６；１ ex．安来市広瀬町宇波水田原

宇波川 ２．VII．２００６；１ ex．安来市広瀬町町張町

張 飯梨川 ５．VIII．２００６；２ exs．安来市上坂田

町 飯梨川 ７．VIII．２００６；１ ex．安来市今津町別

石 飯梨川 ７．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町上

屋谷 奥谷川 ２１．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬

町新田 兎谷川 ４．IX．２００６；１ ex．安来市広瀬

町東比田虫木 福留川 ２０．IX．２００６．

【意宇川水系】２ exs．松江市八雲町西岩坂大日 桑

並川 ２９．V．２００６；１ ex．松江市八雲町西岩坂桑

中 桑並川 ２９．V．２００６；２ exs．松江市大草町坪

ノ内 意宇川 １４．VI．２００６；２ exs．松江市八雲町

日吉神納 意宇川 ２０．VIII．２００６；１ ex．東出雲

町今宮今宮 意宇川 ２０．VIII．２００６；１ ex．松江

市八雲町平原畦岩室 平原川 ４．IX．２００６．

１７．ツヤナガアシドロムシ （図１８R・S）

Grouvellinus nitidus Nomura

河川上流部で採集されたが個体数は少なかった．

本種も前種同様，蘚苔類などで覆われた礫部で多

く採集された．

【飯梨川水系】１ ex．安来市広瀬町菅原鍛冶屋谷

鍛冶屋谷川 ２．VII．２００６；１ ex．安来市広瀬町祖

父谷祖父谷 祖父谷川 ７．VIII．２００６；１ ex．安来

市広瀬町布部薬研 薬研川 １８．VIII．２００６；２

exs．安来市広瀬町布部駒場 布部川 １８．VIII．

２００６；１ ex．安来市広瀬町宇波宮下 宇波川 ２０．

吉 岡 誠 人
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IX．２００６．

【意宇川水系】１ ex．松江市八雲町熊野須谷 意宇

川 １４．VI．２００６；１ ex．東出雲町須田堤谷 須田

川 １．VII．２００６；２ exs．松江市八雲町東岩坂大谷

東岩坂川 ２０．VIII．２００６；２ exs．松江市八雲町西

岩坂桑上 桑並川 １９．X．２００６；１ ex．松江市八

雲町西岩坂秋奥 桑並川 １９．X．２００６；１ ex．松

江市八雲町熊野須谷② 意宇川 １．XI．２００６．

１８．ホソヒメツヤドロムシ （図１８T）

Zaitzeviaria gotoi（Nomura）

河川上流から中流部にかけて採集された．上流

部では次種とともに採集されることは少なかった

が，中流部では後述のヒメツヤドロムシとともに

採集されることが多かった．蘚苔類などに覆われ

た礫の下や落葉落枝が堆積した地点から多く得ら

れた．

【飯梨川水系】４ exs．安来市広瀬町富田獅子遊 飯

梨川 ２９．V．２００６；３ exs．安来市広瀬町菅原下田

原 飯梨川 ２９．V．２００６；１ ex．安来市飯梨町東

飯梨 飯梨川 ２９．V．２００６；２ exs．安来市広瀬町

菅原市原 布部川 １４．VI．２００６；６ exs．安来市広

瀬町菅原 鍛冶屋谷川 １４．VI．２００６；２exs．安来

市広瀬町宇波水田原 宇波川 ２．VII．２００６；３

exs．安来市広瀬町菅原鍛冶屋谷 鍛冶屋谷川 ２．

VII．２００６；１ ex．安来市広瀬町布部横手 布部川

５．VIII．２００６；３ exs．安来市広瀬町町張町張 飯

梨川 ５．VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町東比田

大峠 東比田川 １８．VIII．２００６；３ exs．安来市広

瀬町西比田木呂畑 木呂畑川 １８．VIII．２００６；３

exs．安来市広瀬町布部駒場 布部川 １８．VIII．

２００６；２ exs．安来市広瀬町下山佐紙屋谷 奥谷川

２１．VIII．２００６；４ exs．安来市広瀬町上山佐高木

高木川 ４．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬町新田

兎谷川 ４．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬町東比田

梶 梶川 ２０．IX．２００６；３ exs．安来市広瀬町西比

田虫木 ２０．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬町宇波宮

下 宇波川 ２０．IX．２００６；３ exs．安来市広瀬町西

比田殿之奥 布部川 １８．X．２００６；５ exs．安来市

広瀬町西比田木呂畑 木呂畑川 １９．X．２００６；１

ex．安来市広瀬町菅原菅沢 布部川 １９．X．２００６．

【意宇川水系】３ exs．東出雲町今宮今宮 意宇川

１７．IV．２００６；１３ exs．松江市八雲町西岩坂桑下

桑並川 ２１．V．２００６；１１ exs．松江市八雲町西岩

坂大日 桑並川 ２９．V．２００６；４ exs．松江市八雲

町西岩坂下村 桑並川 ２９．V．２００６；２ exs．松江

市八雲町西岩坂桑中 桑並川 ２９．V．２００６；１１

exs．松江市八雲町熊野須谷 意宇川 ２９．V．２００６；

２ exs．松江市大草町坪ノ内 意宇川 １４．VI．

２００６；１２ exs．松江市八雲町東岩坂大谷 東岩坂

川 １．VII．２００６；６ exs．松江市八雲町東岩坂別所

東岩坂川 １．VII．２００６；２ exs．松江市八雲町東岩

坂安田 東岩坂川 ２０．VIII．２００６；３ exs．松江市

八雲町日吉神納 意宇川 ２０．VIII．２００６；３ exs．

松江市大草町中島 意宇川 ２０．VIII．２００６；５exs．

松江市八雲町熊野矢谷 矢谷川 ４．IX．２００６；３

exs．松江市八雲町西岩坂秋家家村 桑並川 １９．

X．２００６；１ ex．松江市八雲町熊野宮内 若松谷川

２６．X．２００６；１ ex．松江市八雲町熊野森脇 意宇

川 １．XI．２００６；７ exs．松江市八雲町熊野須谷①

意宇川 １．XI．２００６．

１９．マルヒメツヤドロムシ （図１８U）

Zaitzeviaria ovata（Nomura）

両水系とも上流から中流部で採集された．本種

は比較的流れが速く，こぶし大もしくはそれ以下

の大きさの礫の下から多く採集された．また，落

葉落枝が多く流れがほとんどないような地点から

も採集された．他の河川で３月から４月にかけて

採集した個体は交尾中の個体が多く，早春に交尾

を行っていると考えられた（吉岡，未発表）．

【飯梨川水系】１ ex．安来市広瀬町富田獅子遊 飯

梨川 ２９．V．２００６；６ exs．安来市広瀬町菅原下田

原 飯梨川 ２９．V．２００６；７ exs．安来市広瀬町菅

原市原 布部川 １４．VI．２００６；３ exs．安来市広瀬

町下山佐須谷 須谷川 １４．VI．２００６；１ ex．安来

市広瀬町菅原 鍛冶屋谷川 １４．VI．２００６；４exs．

安来市広瀬町宇波松尾 松尾川 ２．VII．２００６；２

exs．安来市広瀬町宇波雲場 宇波川 ２．VII．

２００６；７exs．安来市広瀬町宇波滝下 宇波川 ２．

VII．２００６；２ exs．安来市広瀬町宇波大原 大原川

２．VII．２００６；１３ exs．安来市広瀬町菅原鍛冶屋谷

鍛冶屋谷川 ２．VII．２００６；４ exs．安来市広瀬町奥

田原新田口 山佐川 ５．VIII．２００６；３ exs．安来

飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類

２４７



市広瀬町布部横手 布部川 ５．VIII．２００６；３exs．

安来市広瀬町祖父谷祖父谷 祖父谷川 ７．VIII．

２００６；２ exs．安来市広瀬町富田塩谷 塩谷川 ７．

VIII．２００６；３ exs．安来市広瀬町東比田大峠 東

比田川 １８．VIII．２００６；８ exs．安来市広瀬町東比

田坊床 坊床川 １８．VIII．２００６；６ exs．安来市広

瀬町西比田木呂畑 木呂畑川 １８．VIII．２００６；１３

exs．安来市広瀬町布部苧原 木呂畑川 １８．

VIII．２００６；１２ exs．安来市広瀬町奥田原山口①

山佐川 ２１．VIII．２００６；６ exs．安来市広瀬町奥田

原山口② 山佐川 ２１．VIII．２００６；２ exs．安来市

広瀬町新田 山佐川 ２１．VIII．２００６；３ exs．安来

市広瀬町上山佐湯谷 湯谷川 ２１．VIII．２００６；８

exs．安来市広瀬町上山佐境谷 境谷川 ２１．

VIII．２００６；３ exs．安来市広瀬町上山佐中谷 中

谷川 ２１．VIII．２００６；６ exs．安来市広瀬町下山佐

常願寺 山佐川 ２１．VIII．２００６；１ ex．安来市広

瀬町上山佐高木 高木川 ４．IX．２００６；１１exs．安

来市広瀬町上山佐八城 八城川 ４．IX．２００６；３

exs．安来市広瀬町新田 兎谷川 ４．IX．２００６；１

ex．安来市広瀬町富田新宮 後谷川 ４．IX．２００６；

６ exs．安来市広瀬町西比田黒田 黒田川 ２０．

IX．２００６；３ exs．安来市広瀬町西比田追神 追神

川２０．IX．２００６；７ exs．安来市広瀬町東比田田中

田中川 ２０．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬町東比田

田中 鉄穴内川 ２０．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬

町布部西ノ谷 西の谷川 ２０．IX．２００６；２exs．安

来市広瀬町布部萱原 樋の廻川 ２０．IX．２００６；３

exs．安来市広瀬町宇波宮上 金谷川 ２０．

IX．２００６；８ exs．安来市広瀬町西比田市原 市原

川 １９．X．２００６；３ exs．安来市広瀬町西比田永田

福留川 １９．X．２００６；１ ex．安来市広瀬町西比田

木呂畑 木呂畑川 １９．X．２００６；２ exs．安来市広

瀬町奥田原杉谷 杉谷川 １９．X．２００６；３ exs．安

来市広瀬町西谷上口 西谷川 １９．X．２００６；３

exs．安来市広瀬町布部金原 布部川 １９．X．２００６．

【意宇川水系】２ exs．松江市八雲町西岩坂桑下 桑

並川 ２１．V．２００６；１ ex．松江市八雲町西岩坂大

日 桑並川 ２９．V．２００６；２ exs．松江市八雲町西

岩坂下村 桑並川 ２９．V．２００６；８ exs．松江市八

雲町西岩坂桑中 桑並川 ２９．V．２００６；８ exs．松

江市八雲町熊野須谷 意宇川 １４．VI．２００６；１３

exs．松江市八雲町熊野若須 意宇川 １４．

VI．２００６；３ exs．松江市八雲町西岩坂桑中 桑並

川 １４．VI．２００６；３ exs．東出雲町須田堤谷 須田

川 １．VII．２００６；８ exs．東出雲町須田荷延 須田

川 １．VII．２００６；１ ex．松江市大草町坪ノ内 意

宇川 ８．VII．２００６；６ exs．松江市八雲町東岩坂大

谷 東岩坂川 ２０．VIII．２００６；３ exs．松江市八雲

町東岩坂安田 東岩坂川 ２０．VIII．２００６；５ exs．

松江市八雲町東岩坂川向 川原川 ２０．VIII．２００６；

２ exs．松江市八雲町熊野宮内 若松谷川 ４．

XI．２００６；２ exs．松江市八雲町熊野矢谷 矢谷川

４．XI．２００６；１ ex．松江市八雲町平原向側 平原

川 ４．XI．２００６；３ exs．松江市八雲町西岩坂桑上

桑並川 １９．X．２００６；４ exs．松江市八雲町西岩坂

秋奥 桑並川 １９．X．２００６；１ ex．松江市八雲町

西岩坂秋家家村 桑並川 １９．X．２００６；１ ex．松

江市八雲町熊野宮内 若松谷川 ２６．X．２００６．

２０．ヒメツヤドロムシ （図１８V）

Zaitzeviaria brevis（Nomura）

主に中流から下流部にかけて採集され，一部上

流部で確認された．ヒメツヤドロムシ属 Zaitzevi-

aria の中でもっとも広範囲に生息すると考えられ

た．本種は前２種と比べ，砂や泥質の流れの緩や

かな地点で採集され，上翅などの体表面に泥が付

着している場合が多かった．

【飯梨川水系】３ exs．安来市広瀬町矢田 飯梨川

２０．IV．２００６；１ ex．安来市広瀬町富田獅子遊 飯

梨川 ２９．V．２００６；５ exs．安来市広瀬町古川 飯

梨川 ２９．V．２００６；１ ex．安来市広瀬町菅原市原

布部川 １４．VI．２００６；３ exs．安来市広瀬町菅原

鍛冶屋谷川 １４．VI．２００６；６ exs．安来市広瀬町宇

波水田原 宇波川 ２．VII．２００６；３ exs．安来市広

瀬町奥田原新田口 山佐川 ５．VIII．２００６；２exs．

安来市広瀬町布部横手 布部川 ５．VIII．２００６；３

exs．安来市広瀬町町張町張 飯梨川 ５．VIII．

２００６；３ exs．安来市赤江町中島 飯梨川 ５．

VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町祖父谷祖父谷

祖父谷川 ７．VIII．２００６；３ exs．安来市広瀬町広

瀬飯梨川 ７．VIII．２００６；５ exs．安来市上坂田町

飯梨川 ７．VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町東比

田大峠 東比田川 １８．VIII．２００６；２ exs．安来市

吉 岡 誠 人
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広瀬町西比田木呂畑 木呂畑川 １８．VIII．２００６；

４ exs．安来市広瀬町布部駒場 布部川 １８．

VIII．２００６；１１ exs．安来市広瀬町上山佐湯谷 湯

谷川 ２１．VIII．２００６；３ exs．安来市広瀬町上山佐

境谷 境谷川 ２１．VIII．２００６；３ exs．安来市広瀬

町下山佐紙屋谷 奥谷川 ２１．VIII．２００６；２ exs．

安来市広瀬町下山佐 山佐川 ２１．VIII．２００６；３

exs．安来市広瀬町上山佐高木 高木川 ４．IX．

２００６；１ ex．安来市広瀬町上山佐八城 八城川

４．IX．２００６；３ exs．安来市広瀬町新田 兎谷川

４．IX．２００６；１ ex．安来市広瀬町富田新宮 後谷

川 ４．IX．２００６；６ exs．安来市広瀬町東比田虫木

福留川 ２０．IX．２００６；１ ex．安来市広瀬町布部西

ノ谷 西の谷川 ２０．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬

町宇波宮下 宇波川 ２０．IX．２００６；１ ex．安来市

広瀬町西比田殿之奥 布部川 １９．X．２００６；２

exs．安来市広瀬町西比田木呂畑 木呂畑川 １９．

X．２００６；３ exs．安来市広瀬町菅原菅沢 布部川

１９．X．２００６；２ exs．安来市広瀬町布部金原 布部

川 １９．X．２００６．

【意宇川水系】２ exs．松江市大草町坪ノ内 意宇川

１７．IV．２００６；１２ exs．東出雲町今宮今宮 意宇川

２９．IV．２００６；５ exs．東出雲町出雲郷竹花 意宇川

１．V．２００６；９ exs．松江市八雲町西岩坂桑下 桑

並川 ２１．V．２００６；６ exs．松江市八雲町西岩坂大

日 桑並川 ２９．V．２００６；４ exs．松江市八雲町西

岩坂下村 桑並川 ２９．V．２００６；１１ exs．松江市

八雲町西岩坂桑中 桑並川 ２９．V．２００６；４ exs．

松江市八雲町熊野須谷 意宇川 １４．VI．２００６；３

exs．松江市八雲町熊野市場 意宇川 １４．

VI．２００６；２ exs．松江市八雲町西岩坂桑中 桑並

川 １４．VI．２００６；３ exs．松江市大草町坪ノ内 意

宇川 １４．VI．２００６；２ exs．松江市大草町坪ノ内

意宇川 ８．VII．２００６；７ exs．松江市八雲町東岩坂

安田 東岩坂川 ２０．VIII．２００６；５ exs．松江市八

雲町日吉神納 意宇川 ２０．VIII．２００６；６ exs．松

江市大草町中島 意宇川 ２０．VIII．２００６；８ exs．

東出雲町今宮今宮 意宇川 ２０．VIII．２００６；２

exs．松江市八雲町平原畦岩室 平原川 ４．IX．

２００６；２ exs．松江市八雲町西岩坂桑上 桑並川

１９．X．２００６；２ exs．松江市八雲町熊野須谷① 意

宇川 １．XI．２００６．

２１．アワツヤドロムシ （図１８W）

Zaitzevia awana（Kono）

中流から下流部にかけて多く採集され，わずか

に上流部でも採集された．次種とは鞘翅の点刻の

明瞭さと光沢で区別した．個体数はとても多く，

早春から晩秋にかけて採集された．流れの速い瀬

や水深のある地点の礫間から採集されたが，ほと

んど流れのないよどんだ地点からは採集されなかっ

た．

【飯梨川水系】２ exs．安来市中津町東中津 飯梨川

３１．III．２００６；５ exs．安来市広瀬町矢田 ２０．IV．

２００６；２ exs．安来市赤江町中島 ２０．IV．２００６；

３ exs．安来市広瀬町富田獅子遊 飯梨川 ２９．V．

２００６；８ exs．安来市広瀬町菅原下田原 飯梨川

２９．V．２００６；３ exs．安来市飯梨町東飯梨 飯梨川

２９．V．２００６；４ exs．安来市広瀬町菅原 鍛冶屋谷

川 １４．VI．２００６；６ exs．安来市広瀬町町張町張

飯梨川 ５．VIII．２００６；６ exs．安来市赤江町中

島飯梨川 ５．VIII．２００６；１１ exs．安来市広瀬町広

瀬 飯梨川 ７．VIII．２００６；８ exs．安来市上坂田

町 飯梨川 ７．VIII．２００６；４ exs．安来市広瀬町

布部駒場 １８．VIII．２００６；２１ exs．安来市今津町

別石 飯梨川 ４．IX．２００６；２ exs．安来市宮須

飯梨川 ４．IX．２００６；１ ex．安来市広瀬町東比田

梶梶川 ２０．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬町東比田

虫木 福留川 ２０．IX．２００６；１ ex．安来市広瀬町

宇波宮下 宇波川 ２０．IX．２００６；３ exs．安来市広

瀬町福頼 布部川 ２１．IX．２００６；５ exs．安来市中

津町東中津 飯梨川 ２１．IX．２００６；９ exs．安来市

今津町江畑今津 飯梨川 ２１．IX．２００６；１２ exs．

安来市西松井町西中津 飯梨川 １８．X．２００６；１０

exs．安来市今津町別石 飯梨川 １８．X．２００６；２

exs．安来市広瀬町西比田殿之奥 布部川 １９．

X．２００６；５ exs．安来市広瀬町菅原菅沢 布部川

１９．X．２００６；２ exs．安来市広瀬町西比田永田福留

川 １９．X．２００６；１９ exs．安来市広瀬町布部金原

布部川 １９．X．２００６；３ exs．安来市今津町別石

２１．X．２００６．

【意宇川水系】１１ exs．東出雲町今宮今宮 意宇川

１７．IV．２００６；３１ exs．松江市大草町坪ノ内 意宇

川 １７．IV．２００６；４ exs．東出雲今宮今宮 意宇川

２９．IV．２００６；２２ exs．東出雲出雲郷竹花 意宇川

飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類
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１．V．２００６；３８ exs．松江市八雲町西岩坂桑下 桑

並川 ２１．V．２００６；７ exs．松江市八雲町熊野大田

意宇川 ２３．V．２００６；２ exs．松江市八雲町西岩

坂大日 桑並川 ２９．V．２００６；５ exs．松江市八雲

町西岩坂下村 桑並川 ２９．V．２００６；９ exs．松江

市八雲町西岩坂桑中 桑並川 ２９．V．２００６；２

exs．松江市八雲町熊野須谷 意宇川 １４．

VI．２００６；２exs．松江市八雲町熊野市場 意宇川

１４．VI．２００６；１３ exs．松江市大草町坪ノ内 意宇

川 １４．VI．２００６；８ exs．東出雲須田荷延 須田川

１．VII．２００６；１３ exs．松江市大草町坪ノ内 意宇

川 ８．VII．２００６；１ ex．松江市八雲町東岩坂安田

東岩坂川 ２０．VIII．２００６；８ exs．松江市八雲町日

吉神納 意宇川 ２０．VIII．２００６；５ exs．松江市大

草町中島 意宇川 ２０．VIII．２００６；３ exs．東出雲

町今宮今宮 意宇川 ２０．VIII．２００６；３ exs．松江

市八雲町平原畦岩室 平原川 ４．IX．２００６；２

exs．松江市八雲町西岩坂桑上 桑並川 １９．

X．２００６；１ ex．松江市八雲町西岩坂秋奥 桑並川

１９．V．２００６；２ exs．松江市八雲町熊野宮内 若松

谷川 ２６．X．２００６；５ exs．松江市八雲町熊野森

脇 意宇川 １．XI．２００６；１ ex．松江市八雲町熊

野須谷① 意宇川 １．XI．２００６；４ exs．松江市八

雲町熊野須谷② 意宇川 １．XI．２００６．

２２．ミゾツヤドロムシ （図１８X）

Zaitzevia rivalis Nomura

両水系において確認された．とりわけ河川の上

流から中流にかけて生息していた．前種と同様に

流れの速い瀬などの礫の下から採集された．

【飯梨川水系】１ ex．安来市広瀬町富田獅子遊 飯

梨川 ２９．V．２００６；２ exs．安来市広瀬町菅原下田

原 飯梨川 ２９．V．２００６；２ exs．安来市広瀬町菅

原市原 布部川 １４．VI．２００６；１ ex．安来市広瀬

町下山佐須谷 須谷川 １４．VI．２００６；２exs．安来

市広瀬町宇波松尾 松尾川 ２．VII．２００６；１ ex．

安来市広瀬町宇波滝下 宇波川 ２．VII．２００６；１

ex．安来市広瀬町宇波水田原 宇波川 ２．

VII．２００６；２ exs．安来市広瀬町下山佐新田口 ５．

VIII．２００６；３ exs．安来市広瀬町祖父谷祖父谷

祖父谷川 ７．VIII．２００６；６ exs．安来市広瀬町布

部薬研 薬研川 １８．VIII．２００６；１ ex．安来市広

瀬町菅原菅原 飯梨川 １４．VI．２００６；１ ex．安来

市広瀬町東比田大峠 東比田川 １８．VIII．２００６；

２ exs．安来市広瀬町東比田坊床 坊床川 １８．

VIII．２００６；２ exs．安来市広瀬町西比田木呂畑

木呂畑川 １８．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町西

比田苧原 木呂畑川 １８．VIII．２００６；３ exs．安来

市広瀬町布部駒場 布部川 １８．VIII．２００６；１ex．

安来市広瀬町奥田原山口① 山佐川 ２１．VIII．

２００６；５ exs．安来市広瀬町新田 山佐川 ２１．

VIII．２００６；３ exs．安来市広瀬町上山佐湯谷 湯

谷川 ２１．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町上山佐

境谷 境谷川 ２１．VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬

町下山佐紙屋谷 奥谷川 ２１．VIII．２００６；４ exs．

安来市広瀬町下山佐常願寺 山佐川 ２１．

VIII．２００６；１ ex．安来市広瀬町上山佐高木 高木

川 ４．IX．２００６；３ exs．安来市広瀬町上山佐八城

八城川 ４．IX．２００６；１ ex．安来市広瀬町新田

兎谷川 ４．IX．２００６；１ ex．安来市広瀬町西比田

黒田 黒田川 ２０．IX．２００６；２ exs．安来市広瀬町

東比田滝谷 滝谷川 ２０．IX．２００６；１ ex．安来市

広瀬町東比田田中 田中川 ２０．IX．２００６；１ ex．

安来市広瀬町東比田田中 鉄穴内川 ２０．IX．２００６；

１ ex．安来市広瀬町宇波宮上 金谷川 ２０．IX．

２００６；８ exs．安来市広瀬町西比田殿之奥 布部川

１９．X．２００６；２ exs．安来市広瀬町西比田永田 福

留川 １９．X．２００６；４ exs．安来市広瀬町西比田木

呂畑 木呂畑川 １９．X．２００６；１ ex．安来市広瀬

町奥田原杉谷 杉谷川 １９．X．２００６．

【意宇川水系】３ exs．松江市八雲町西岩坂桑下 桑

並川 ２１．V．２００６；３exs．松江市八雲町西岩坂桑

中 桑並川 ２９．V．２００６；２exs．松江市八雲町西

岩坂下村 桑並川 ２９．V．２００６；１ ex．松江市八

雲町熊野須谷 意宇川 １４．VI．２００６；３exs．松江

市八雲町熊野若須 意宇川 １４．VI．２００６；１ ex．

松江市八雲町西岩坂桑中 桑並川 １４．VI．２００６；

２ exs．東出雲町須田荷延 須田川 １．VII．２００６；

２ exs．松江市八雲町東岩坂別所 東岩坂川 １．

VII．２００６；２ exs．松江市八雲町東岩坂安田 東岩

坂川 ２１．VIII．２００６；１ ex．松江市八雲町熊野宮

内 若松谷川 ４．IX．２００６；１ ex．松江市八雲町

熊野矢谷 矢谷川 ４．IX．２００６；２ exs．松江市八

雲町西岩坂桑上 桑並川 １９．X．２００６；１ ex．松

吉 岡 誠 人
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江市八雲町西岩坂秋奥 桑並川 １９．X．２００６；１

ex．松江市八雲町西岩坂秋家家村 桑並川 １９．

X．２００６；１ ex．松江市八雲町熊野宮内 若松谷川

２６．X．２００６；２ exs．松江市八雲町熊野須谷② 意

宇川 １．XI．２００６．

考 察
ヒメドロムシ類の流程分布

本調査の結果，飯梨川水系と意宇川水系から２

科２２種が採集された．両水系から合わせて１１０地

点で調査を行ったので，詳細なヒメドロムシ相の

分布を明らかにできたと思われる．河川上流から

下流にかけて採集された種の構成は変化し，両水

系おける種ごとの水平分布については図１９から２０

に示した．主に両水系の上流部では，ムナビロツ

ヤドロムシ，ハバビロドロムシ，アカモンミゾド

ロムシ，クロサワドロムシ，マルヒメドロムシの

一種，セアカヒメドロムシ，ツヤナガアシドロム

シ，マルヒメツヤドロムシ，ミゾツヤドロムシな

ど９種が採集され，中流部では，ゴトウミゾドロ

ムシ，ツヤヒメドロムシ，ケスジドロムシ，キベ

リナガアシドロムシ，ホソヒメツヤドロムシ，ヒ

メツヤドロムシなど６種が採集された．下流部で

はイブシアシナガドロムシ，アシナガミゾドロム

シ，ミヤモトアシナガミゾドロムシ，キスジミゾ

ドロムシ，ヨコミゾドロムシ，ホソヨコミゾドロ

ムシ，アワツヤドロムシの７種が採集された．本

調査における採集地点数と採集個体数からヒメド

ロムシ類の流程分布を判断すると，採集例は少な

いものの，特に上流を好む種と考えられるのはハ

バビロドロムシ，クロサワドロムシ，マルヒメド

ロムシの一種の３種があげられる．しかし，その

他の種については，生息範囲が上流・中流・下流

におおよその区別ができるものの，各流域をまた

いで出現する種や，上流に多い種が中流に多い種

よりも下流側に出現する例など，明瞭な流程分布

の分化は認められなかった．

本調査では，とりわけ河川中流で，ヒメツヤド

ロムシ属のマルヒメツヤドロムシとホソヒメツヤ

ドロムシ，ヒメツヤドロムシの３種が同所で採集

され，ツヤドロムシ属のミゾツヤドロムシとアワ

ツヤドロムシの２種が同所で採取されることがあっ

た．

ヒメツヤドロムシ属では，飯梨川水系における

７３回の調査のうち，ホソヒメツヤドロムシとマル

ヒメツヤドロムシが２地点で同時に採集され，ホ

ソヒメツヤドロムシとヒメツヤドロムシが５地点，

マルヒメツヤドロムシとヒメツヤドロムシが６地

点，そして，ヒメツヤドロムシ属３種が同所で採

取された地点が８地点であった．また，意宇川水

系では３７回の調査を行い，７地点でホソヒメツヤ

ドロムシとマルヒメツヤドロムシが同所で採集さ

れ，ホソヒメツヤドロムシとヒメツヤドロムシが

４地点，マルヒメツヤドロムシとヒメツヤドロムシ

が２地点，そして，ヒメツヤドロムシ属３種が３

地点で同所的に採集された（図２１）．

飯梨川水系において，ヒメツヤドロムシ属でホ

ソヒメツヤドロムシのみが採取されたのは２地点，

マルヒメツヤドロムシのみが２２地点，ヒメツヤド

ロムシのみが５地点であった．意宇川水系では，

ホソヒメツヤドロムシが４地点，マルヒメツヤド

ロムシが８地点，ヒメツヤドロムシが６地点であっ

た．ヒメツヤドロムシ属の分布図（図２１）から本

研究で調査した両水系において，ホソヒメツヤド

ロムシとマルヒメツヤドロムシは河川上流を好み，

ヒメツヤドロムシは中・下流を好む傾向が見られ

たが，ヒメツヤドロムシ属３種は比較的同所的に

生息していることが判明した．

ツヤドロムシ属２種が同所で採集されたのは，

飯梨川水系で７３地点中７地点，意宇川水系では３７

地点中１１地点であった（図２２）．また，中流に生

息するとされるツヤドロムシが採集されず，上流

でアワツヤドロムシが採集されることもあった．

しかし，ミゾツヤドロムシが河川下流で採集され

ることはなく，下流ではアワツヤドロムシのみが

採集された．つまり，ミゾツヤドロムシは上流か

ら中流にかけて生息可能であるが，アワツヤドロ

ムシは上流から下流までより広範囲に生息できる

と考えられる．

また，河川下流ではミゾツヤドロムシが採集さ

れることはなく，特に河口部ではアワツヤドロム

シ以外のヒメドロムシ類が採集されることはなかっ

た．河口部でアワツヤドロムシのみが採集された

要因の一つとして，河口部の塩分濃度の高さが考

飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類
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図１９ 飯梨川水系および意宇川水系におけるヒメドロムシ類の分布図（Ⅰ）
A，ムナビロツヤドロムシ；B，ハバビロドロムシ；C，イブシアシナガミゾドロムシ；D，アシナガミゾドロムシ；E，
ミヤモトアシナガミゾドロムシ；F，キスジミゾドロムシ；G，ゴトウミゾドロムシ；H，アカモンミゾドロムシ；I，
ヨコミゾドロムシ；J，ホソヨコミゾドロムシ；K，クロサワドロムシ；L，セアカヒメドロムシ

吉 岡 誠 人
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図２０ 飯梨川水系および意宇川水系におけるヒメドロムシ類の分布図（Ⅱ）
A，ツヤヒメドロムシ；B，マルヒメドロムシ属の一種；C，ケスジドロムシ；D，キベリナガアシドロムシ；E，ツヤ
ナガアシドロムシ；F，ホソヒメツヤドロムシ；G，マルヒメツヤドロムシ；H，ヒメツヤドロムシ；I，アワツヤドロ
ムシ；J，ミゾツヤドロムシ

飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類
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えられる．今回調査を行った飯梨川と意宇川は中

海にその河口部が位置する．中海は汽水湖である

が，塩分濃度は５から２０‰程度で，海水の半分程

度の濃度である（石田・石橋，２００６）．本調査で

は，塩分濃度の測定は行っていないが，河口部で

はかなり塩分濃度が高いと思われる．特に飯梨川

では，河口部から約２km上流に堰が設けられてお

り，それより下流では海水の影響を強く受けてい

ると考えられる．しかし，そのような地点でも調

査期間を通してアワツヤドロムシ成虫が多く採集

された．また，同所では下流に生息すると考えら

れているアシナガミゾドロムシやキスジミゾドロ

ムシなどの他のヒメドロムシ類は採集されず，河

口付近に生息するアワツヤドロムシは，水流によ

り流された個体ではないと考えられる．このこと

から，アワツヤドロムシは他のヒメドロムシがも

たない塩分耐性を獲得し，河口部まで分布を広げ

ている可能性がある．今後，河口部におけるヒメ

ドロムシ類の生息条件を解明するため，生息地の

塩分濃度の測定や飼育実験を行うなどして，塩分

耐性を調べる必要がある．

両水系のヒメドロムシ相の比較

両水系のヒメドロムシ相について考察する．本

調査で採集されたヒメドロムシ類は，飯梨川水系

で２科２２種，意宇川水系で２科１６種であった．

飯梨川水系で採集されたハバビロドロムシ，ク

ロサワドロムシ，キスジミゾドロムシ，セアカヒ

メドロムシ，マルヒメドロムシ属の一種，ケスジ

ドロムシの６種が意宇川水系では確認されなかっ

た．確認地点が少ないマルヒメドロムシ属の一種

と下流に生息するキスジミゾドロムシを除くと，

意宇川水系で採集されなかった種は上流域を好ん

で生息する種であった．ハバビロドロムシとケス

ジドロムシは個体数が少ない種とされている（守

屋，１９９７）．また，クロサワドロムシは普通種とさ

れる（野村・馬場，１９６１）ものの，島根県では文

献記録（片岡ほか，１９９９；鍵野・星川，２０００）の

ほか，林（２００７）および飯梨川水系（本報告）に

より生息が確認されたにすぎず，島根県での個体

数は少ないもしくは局所的に生息していると考え

られる．また，意宇川水系では，夏季の河川上流

部での調査回数が不足したために採集されなかっ

た可能性もある．

セアカヒメドロムシについては，斐伊川水系（林・

島田，２００６；林，２００７）で夏から秋にかけて採集

されており，同時期に採集を行っているにもかか

わらず，意宇川水系の上流部で採集されなかった．

その理由としては，河川の底質が大きく影響して

いると考えられる．飯梨川水系上流部の地質は花

崗岩類であるのに対し，意宇川水系上流部は第三

紀火山岩で形成されている（島根県，２００２）．飯梨

図２１ 飯梨川水系および意宇川水系における
ヒメツヤドロムシ属３種の分布図

図２２ 飯梨川水系および意宇川水系における
ツヤドロムシ属２種の分布図

吉 岡 誠 人
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川水系上流部の河床では，大小さまざまな岩や礫

が複雑な構造を作り出しているのに対し，意宇川

水系上流部から中流部にかけての河床では，大き

な岩盤や巨礫が広範囲に広がり，わずかに岩や礫

がある比較的単純な構造となっていた（図１０から

１６参照）．飯梨川水系において，セアカヒメドロム

シは河川中の礫間から採集されることが多く，植

物の根際や流木から採集されることはなかった．

つまり，セアカヒメドロムシは礫間などを好んで

生息していることから，生息できる空間が少ない

ことが一つの要因である可能性が示唆され，種ご

とのマイクロハビハットについての調査が必要と

考えられる．

斐伊川水系との比較

林・島田（２００６）および林（２００７）が調査を行っ

た斐伊川水系と飯梨川水系のヒメドロムシ相の比

較を行う．今回調査を行った飯梨川水系と斐伊川

は，ともに島根県南東部の船通山（標高１，１４３m）

に源流が位置する．かつて船通山では山砂からの

砂鉄採集に伴う廃砂を斐伊川・飯梨川水系に流し

ていた．これは「鉄穴流し（かんなながし）」とよ

ばれ，そのため，両河川の中流・下流ではマサ土

が堆積し，一部天井川となっている（島根

県，２００３）．特に両水系の河口部では大量のマサ土

が堆積しており，夏季にはその一部が露出する．

これは水量が低下するためであるが，地下を大量

の水が流れており，水流そのものが枯れることは

ない．

林・島田（２００６）と林（２００７）は斐伊川水系の

調査により，吉富ほか（１９９９）が愛知県矢作川で

記録して以来，中国地方では初記録となるアヤス

ジミゾドロムシGraphelmis shirahatai（Nomura）

の生息を確認している．また，同水系では２００７年

も本種の生息が確認されている（林，２００７）．この

ことから，河川形態が似ている飯梨川水系下流部

においても本種が生息している可能性が考えられ

採集を試みた．しかし，飯梨川水系では，下流の

流木からヨコミゾドロムシやホソヨコミゾドロム

シ，アシナガミゾソロムシ，ミヤモトアシナガミ

ゾドロムシ，キスジドロムシが採集されたにも関

わらずアヤスジミゾドロムシの生息は確認されな

かった．生息していない理由としては，河口部の

塩分濃度の差や，河川の規模の違いによる水量や

その季節的な変化，流木の量などが関与している

かもしれない．

また，斐伊川水系は流域が広く，流程も長い大

規模な水系であるのに対し，飯梨川水系と意宇川

水系は中規模もしくは小規模の水系であり，河川

長がヒメドロムシ類の分布に影響していると考え

られる．斐伊川水系では，前述のヒメツヤドロム

シ属とツヤドロムシ属において，同属内で比較的

明瞭な分布の相違が示されているのに対し（林・

島田，２００６；林，２００７），本調査では属内での明瞭

な分布の相違は認められなかった．これは，水系

および河川の規模により，河川中の微環境が変化

に富むことで同属内の分布の相違が生じるが考え

られる．しかし，そのような河川中の微環境をヒ

メドロムシ類がどのように利用しているかについ

ては明らかでない．ヒメドロムシ類が利用する微

環境の違いを明らかにするには，隣接し規模の異

なる水系の分布調査の結果を比較することも一つ

の方法である．

ヒメドロムシ類は河川中のさまざまな環境に生

息しており，採集時期にもよるが，一度に多くの

種および個体を得ることができる．しかし，ヒメ

ドロムシ類についての調査は，近年，ようやく各

地で調査が行われるようになった（吉富ほ

か，１９９９；信本，２０００；林・島田，２００６；緒方・

中島，２００６；林，２００７；林・門脇，２００７など）．そ

のため，ヒメドロムシ類に関する分布や生態の情

報が不足しており，環境省の（２０００）レッドリス

トに記載されているのはケスジドロムシとヨコミ

ゾドロムシ，および東日本に分布するアカツヤド

ロム Zaitsevia rufa Nomura et Babaのみである（吉

富，２００６）．林・島田（２００６）と林（２００７）により

斐伊川水系で確認されたアヤスジミゾドロムシも

レッドリストに記載されていない．しかし，近年

の日本国内でのアヤスジミゾドロムシの採集例は

愛知県の矢作川（吉富ほか，１９９９）と斐伊川（林・

島田，２００６；林，２００７）のみであり，局所的に生

息していることが本種についての情報が不足して

いる原因であることは明確である．今後，アヤス

ジミゾドロムシをはじめヒメドロムシ類の生態に

飯梨川水系および意宇川水系のヒメドロムシ類
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関する研究などを行うことにより，保全および環

境指標種として利用することが期待される．
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